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① 総合計画上の位置付けと事務事業の背景・目的と目標 

後

期

基

本

計

画 

施策の大綱 Ⅱ保健・医療・福祉の充実 
事務事業の背景・目的 事務事業の目標 

 茨城県で実施する医療福祉費支給制度（マル福）

は、妊産婦、小児（中高生は入院分のみ）、ひとり

親、重度心身障害者を対象に医療費の一部を助成

しています。 

 支給に当たっては、所得制限があることや中高

生は外来診療分が対象とならないことから、各自

治体で対象範囲を拡大するなどの独自施策を行っ

ています。 

 茨城県の医療福祉費制度の適切な運用だけでな

く、県制度の対象となっていない児童等の医療費

の一部を、常総市独自に助成すること（すくすく

医療費支給制度）により、その疾病の早期発見と

治療を促進し、健康の保持増進及び福祉の向上を

図り、少子化対策に寄与することを目的としてい

ます。 

施策の目標 
３誰もが生きがいを持てる

まちづくりを進める 

施策 
３生活の自立支援・社会保

障 

施策内容 
すくすく医療費支給事業の

充実 

その他、根拠法令 

及び分野別計画等 

常総市すくすく医療費支給

に関する条例 

事務事業名 医療費助成事業 

 

② アクティビティ（活動・事業）とアウトプット（結果） ③ インプット（投入） 

アクティビティ（活動・事業） アウトプット（結果） 

Ｒ６予算額 Ｒ６決算額 活動名・事業名 

（対象年） 
Ｒ６活動・事業内容 指標（単位） 

Ｒ６目標値 Ｒ７目標値 

Ｒ６実績値 Ｒ８目標値 

マル福制度の医療費助

成（R6・7・8） 
茨城県のマル福制度対象者に対する医療費助成 

※予算額は、妊産婦・小児・ひとり親・障害含む 

妊産婦マル福受給者

数（人） 

－ － 

395,966  
千円 

14,429 
千円 211 － 

    小児マル福受給者数

（人） 

－ － 114,087 
千円 7,250 － 

    ひとり親マル福受給

者数（人） 

－ － 34,170 
千円 953 － 

    
障害マル福受給者数

（人） 

－ － 201,953 
千円 1,189 － 

入院自己負担金の助成

（R6・7） 
妊産婦、小児、ひとり親のマル福受給者の入院自己

負担金の助成 

入院自己負担金助成

件数（件） 

－ － 1,200 
千円 

1,032 
千円 723 － 

マル福制度対象外の児

童の医療費助成 

（R6・7・8） 

年齢及び所得制限等により対象とならない児童に対

する医療費助成 

すくすく受給者数

（人） 

－ － 50,417 
千円 

60,060 
千円 3,098 － 

      
      

千円 
  

千円     

      
      

千円 
  

千円     

      
      

千円 
  

千円     

      
      

千円 
  

千円     

 

④ アウトカム（成果） ⑤ 点検・改善 

指標名 目標値 Ｒ６実績値 

 

業務の振り返り 改善の余地 

資格要件のある者のう

ち受給者証の交付を受

けている割合 

95%以上 

（R9年度） 
98.3 

マル福及びすくすく医療費支給事業におい

て医療費を助成することにより、18 歳までの

全ての子どもたちの医療費を助成しました。

また、今年度は障害マル福の拡充により、拡充

対象者７人中６人が資格取得するなど、小児

のみならず、障害やひとり親など全てのマル

福対象者の健康の保持と経済的負担の軽減を

図ることができました。 

☐コスト ☐活動 ☐成果 ☒その他 

今後の方向性 

      
市独自の医療費助成を少子化対策の一環とし

て市単独で継続して行うことは望ましいが、

財政の硬直化が進む中当施策だけでなく子育

て施策全体として助成範囲を検討していく必

要があると考えます。       

      

      

 


